
　雲南市農商工連携協議会のお菓子屋さんによる『うんなん
スイーツの杜』プロジェクトです。生命と神話の息づく雲南市
にちなみ鎮守の森をイメージしたネーミングです。ロゴデザイ
ンは市内の中高生に募集しました。合言葉は～みんなでつく
る！うんなんのほんもの～です。
　第１弾はプリンです。第２弾、３弾と雲南がスイーツで溢れ
るといいなぁ、と思っています。
（写真提供：雲南市商工会）

～『うんなんスイーツの杜』プロジェクト
雲南市商工会～
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こ
の
集
い
は
、
経
営
の
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
商
工
会
女
性
部
員
が
主

張
発
表
や
講
演
な
ど
異
業
種
交
流
の

輪
を
通
し
て
資
質
向
上
を
図
り
「
一

人
ひ
と
り
が
輝
き
な
が
ら
働
く
女

性
」
の
実
現
と
地
域
商
工
業
の
発
展

を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

今
回
で
七
回
目
の
集
い
と
な
っ
た
。

　

開
会
式
で
は
、
ま
ず
石
飛
県
連
会

長
が
主
催
者
挨
拶
を
行
い
、
商
工
貯

蓄
共
済
医
療
特
約
加
入
実
績
全
国
第

二
位
の
御
礼
と
女
性
部
に
対
し
て
期

待
を
述
べ
た
。
続
い
て
、
大
谷
県
女

性
連
会
長
が
挨
拶
を
行
い
、
三
年
ぶ

り
に
開
催
す
る
女
性
部
員
の
集
い
の

意
義
と
全
国
大
会
に
お
い
て
、
健
闘

さ
れ
た
、
ま
つ
え
南
商
工
会
女
性
部

の
高
木
恵
子
さ
ん
へ
の
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
長
年
女
性
部
活
動
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
女
性
部
員
に
対
し
感

謝
状
を
交
付
し
た
。

　

感
謝
状
表
彰
者

　

中
林
一
二
三
さ
ん

　

（
雲
南
市
商
工
会
女
性
部
）

　

坂
本　

清
子
さ
ん

　

（
出
雲
商
工
会
女
性
部
）

　

和
田
美
恵
子
さ
ん

　

（
銀
の
道
商
工
会
女
性
部
）

　

金
木　

裕
子
さ
ん

　

（
津
和
野
町
商
工
会
女
性
部
）

　

宇
野
千
枝
子
さ
ん

　

（
隠
岐
國
商
工
会
女
性
部
）

　

続
い
て
、
県
商
工
労
働
部
中
小
企

業
課 

糸
原
課
長
・
松
江
市
経
済
産

業
部 

能
海
部
長
の
来
賓
祝
辞
を
賜

り
第
一
部
の
開
会
式
を
終
了
し
た
。

　

第
二
部
は
男
女
共
同
参
画
事
業
の

寸
劇
を
行
い
、
安
来
市
の
横
並
び
の

会
が
「
ち
ょ
ん
ぼ
し
か
わ
ら
い
や
」

と
題
し
、
面
白
お
か
し
く
演
じ
ら
れ

た
。

　

第
三
部
の
主
張
発
表
は
女
性
部
の

活
動
に
参
加
し
て
得
た
体
験
な
ど
を

テ
ー
マ
に
一
人
十
分
の
持
ち
時
間
の

中
で
行
う
も
の
で
、
内
容
や
論
旨
の

明
快
さ
表
現
力
な
ど
の
基
準
に
よ
り

審
査
さ
れ
る
。
近
年
に
な
い
ハ
イ
レ

ベ
ル
の
主
張
発
表
が
行
わ
れ
、
雲
北

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
・
出
雲
商
工
会
女
性

部 

須
谷
真
由
美
さ
ん
が
最
優
秀
賞

に
、
優
秀
賞
に
は
石
東
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
・
桜
江
町
商
工
会
女
性
部 

佐
々

木
初
美
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
。

　

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
須
谷
さ
ん

は
「
女
性
部
で
の
学
び
は
、
私
の
良

き
手
引
書
」
と
題
し
女
性
部
に
お
け

る
活
動
を
発
表
、
来
年
山
口
県
で
開

催
の
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に

出
場
す
る
。

　

第
四
部
の
基
調
講
演
は
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
櫻
井
よ
し
こ
さ
ん
を
お
招

き
し
、「
女
性
が
輝
く
時
代
」
と
題

し
て
、
環
境
問
題
や
最
近
の
時
事
を

テ
ー
マ
に
基
調
講
演
を
開
催
し
た
。

　

櫻
井
さ
ん
は
、
時
代
を
読
み
、
進

ん
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
語
ら
れ

「
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」と
エ
ー

ル
を
贈
ら
れ
た
。

挨拶する 県女性連 大谷会長

感謝状交付式

　

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
大
谷
恵
美
子
会
長
：
部
員
二
千

人
）
は
十
月
三
日
、八
雲
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ア
ル
バ
ホ
ー
ル
」

に
県
内
二
十
一
の
商
工
会
か
ら
三
百
三
十
人
の
部
員
が
集
ま
り

「
し
ま
ね
商
工
会
女
性
部
員
の
集
い
」
を
開
催
し
主
張
発
表
と
講

演
な
ど
交
流
会
を
行
っ
た
。
主
張
発
表
は
県
予
選
会
と
兼
ね
出

雲
商
工
会
女
性
部
の
須
谷
真
由
美
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
耀
い
た
。

平
成
二
十
一
年
度

第
七
回
し
ま
ね
商
工
会
女
性
部
員
の
集
い
開
催

主
張
発
表

基
調
講
演

須
谷
さ
ん
が

最
優
秀
賞
に
！

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

櫻
井
よ
し
こ
さ
ん

「
女
性
が
輝
く
時
代
」
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『
女
性
の
笑
顔
が
街
の
元
気
！

拓
こ
う
未
来
創
ろ
う
イ
ー
ハ
ト
ー

ブ
！
』
を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第

十
一
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
が

九
月
十
七
日
・
十
八
日
の
両
日
、
全

国
各
地
か
ら
約
二
、
二
〇
〇
名
の
女

性
部
員
が
参
集
し
、
盛
岡
市
の
岩
手

県
民
会
館
と
盛
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
も
四
十
四

名
が
参
加
し
た
。

　

第
一
部
の
大
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
大
会
会
長
の
末
武
全
女
性
連
会

長
あ
い
さ
つ
を
は
じ
め
、
地
元
県
連

千
葉
会
長
の
歓
迎
が
あ
っ
た
。

　

第
二
部
は
主
張
発
表
全
国
大
会
が

行
わ
れ
、
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
で
ま
つ
え
南
商
工
会
女
性
部
の
高

木
恵
子
さ
ん
が
四
番
目
に
登
場
し
、

「
人
と
の
出
会
い
が
私
を
変
え
た
」

を
テ
ー
マ
に
、
女
性
部
活
動
が
、
自

身
の
人
生
を
大
き
く
変
え
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
経
験
を
表
現
豊
か
に
発

表
し
た
。

　

結
果
は
、
惜
し
く
も
優
秀
賞
に
終

わ
っ
た
が
、
中
四
国
交
流
会
か
ら
更

に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、
堂
々
と
し
た

姿
に
、
参
加
者
か
ら
は
感
動
を
呼
ぶ

内
容
で
あ
っ
た
と
高
い
評
価
を
受
け

た
。

　

第
三
部
は
、「
信
じ
る
こ
と
、
楽

し
む
こ
と
～
女
性
の
感
性
で
地
域
に

新
た
な
輝
き
を
～
」
を
テ
ー
マ
に
作

家
の
幸
田
真
音
さ
ん
の
基
調
講
演
が

あ
っ
た
。

　

第
四
部
に
お
い
て
、
表
彰
式
が
執

り
行
わ
れ
、
島
根
県
女
性
連
は
商
工

会
女
性
部
カ
ー
ド
表
彰
の
年
間
実
績

表
彰
に
輝
き
、
大
谷
会
長
が
代
表
で

表
彰
を
受
け
た
。

優秀賞を受賞した高木さん

主張発表する高木（まつえ南）さん

代表で表彰を受ける大谷会長

　

本
会
で
は
、
九
月
七
日
付
で
、
島
根
県
に
対
し
次
の
内
容
で
要
望
書
を
提

出
し
、
そ
の
実
現
を
強
力
に
要
請
し
一
部
改
正
実
施
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

【金融制度】

資金繰り円滑化支援緊急支援資金の改正

現　　行 要望改正（案）

①融資限度額の引き上げ
　4,000万円 8,000万円（10／13分から改正実施）

②基準の緩和
　月商の概ね３ヶ月 概ね６ヶ月（10／13分から改正実施）

③取扱期間の延長
　平成22年３月31日 平成23年３月31日

新規創設

名　　称 説　　明

デット･デット･スワップ（DDS）の創設 既存の債権を劣後化することで、再建計画と一
体で、実質的に債務者の財務状態を改善して、
信用力や再建可能性を高める。

アップ500の再設置 無担保・無保証人により、小規模事業者の資金
繰りの円滑化を図る。

【人材育成】

教育訓練実施団体等への助成制度の創設

名　　称 説　　明

教育訓練セミナーへの助成制度の創設 商工団体等が主催して、教育訓練セミナー（集
合教育）を実施した場合、それにかかる講師謝金、
旅費等の費用を助成する制度の創設。

第
十
一
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会

in 

い
わ
て

岩
手
県
民
会
館
で
盛
大
に
開
催

全
国
か
ら
二
、二
〇
〇
名
が
参
集

主
張
発
表〔
中
四
国
代
表
〕に
参
加
し
た　

高
木
恵
子
さ
ん

〔
ま
つ
え
南
商
工
会
女
性
部
〕

　
　
　

惜
し
く
も
最
優
秀
賞
成
ら
ず
！

要望内容

中
小
零
細
企
業
対
策
の

要
望
書
を
島
根
県
に
提
出

資
金
繰
り
円
滑
化
支
援
資
金　

一
部
改
正
実
施
に
！
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島
根
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は

八
月
二
十
九
日
・
三
十
日
の
両
日
、

浜
田
市
の
島
根
県
立
大
学
に
お
い

て
、
約
二
百
名
の
参
加
の
も
と
、
平

成
二
十
一
年
度
島
根
県
商
工
会
青
年

部
連
合
会
研
修
大
会
を
開
催
し
た
。

　

開
会
式
で
は
主
催
者
挨
拶
に
つ
い

で
、
開
催
地
で
あ
る
石
央
商
工
会
藤

田
教
造
会
長
の
歓
迎
の
挨
拶
の
後
、

来
賓
の
岡
本
県
議
会
議
員
、
浜
田
市

長
代
理
の
三
浦
産
業
経
済
部
長
等
か

ら
、
現
下
の
厳
し
い
経
済
状
況
の
な

か
、
地
域
の
活
力
を
引
き
出
し
て
い

く
に
は
、
商
工
会
青
年
部
の
若
い
力

に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
非
常
に
大
き

い
と
、
期
待
の
こ
も
っ
た
祝
辞
を

賜
っ
た
。

　

開
会
式
の
あ
と
に
開
催
し
た
全
国

商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
県
予
選

は
、
県
下
六
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
に
よ

る
熱
の
こ
も
っ
た
す
ば
ら
し
い
主
張

発
表
で
あ
っ
た
が
、
吉
川
朋
実
さ
ん

の
奥
出
雲
町
・
婚
活
事
業
を
テ
ー
マ

に
し
た
「
人
の
幸
せ
は
蜜
の
味
」
が
、

見
事
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
九
月
九

日
松
山
市
で
開
催
さ
れ
る
中
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
交
流
会
に
、
島
根
県
代
表
と

し
て
出
場
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

県
大
会
の
入
選
者
は
次
の
と
お

り
。

最
優
秀
賞

　

吉
川　

朋
実
さ
ん

　
　

（
雲
南
ブ
ロ
ッ
ク
・
奥
出
雲
町
）

優
秀
賞

　

久
保　

勝
規
さ
ん

　
　

（
石
西
ブ
ロ
ッ
ク
・
美
濃
）

優
良
賞

　

小
野　

幸
則
さ
ん

　
　

（
石
東
ブ
ロ
ッ
ク
・
川
本
町
）

　

主
張
発
表
終
了
後
は
、
地
元
浜
田

市
金
城
町
出
身
の
元
広
島
東
洋
カ
ー

プ
の
エ
ー
ス
で
現
プ
ロ
野
球
解
説
者

の
佐
々
岡
真
司
さ
ん
を
招
き
、「
私

の
野
球
人
生
」
と
題
し
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
中

国
放
送 

坂
上
俊
次
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
た
。

　

翌
三
十
日
は
、
島
根
県
立
大
学
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
六

チ
ー
ム
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を

開
催
。

　

ホ
ー
ム
ラ
ン
競
争
も
行
わ
れ
、
会

場
は
終
日
和
や
か
な
声
が
響
い
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
。

◆
ホ
ー
ム
ラ
ン
競
争

　
　

優　

勝　

雲
東
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

準
優
勝　

石
西
ブ
ロ
ッ
ク

◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
結
果

　
　

優　

勝　

石
西
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

準
優
勝　

雲
東
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

第
三
位　

雲
北
ブ
ロ
ッ
ク

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
に
汗
を
流
す
！

小規模企業の成長・発展と商工会活動のさらなる進展を期して

と　き：平成21年11月26日㈭　午後２時30分から
ところ：サンラポーむらくも（松江市）

島根県商工会役員フォーラム 開催

浜
田
市
で
開
催

商
工
会
青
年
部
研
修
大
会
（
青
年
部
主
張
発
表
県
予
選
）

青
年
部
主
張
発
表

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
代
表
に

吉
川
朋
実
さ
ん（
奥
出
雲
）
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ま
つ
え
南
商

工
会
の
伊
谷
と

申
し
ま
す
。
現

在
私
は
東
京
都

東
大
和
市
に
あ

る
中
小
企
業
大

学
校
東
京
校
に
お
い
て
、
中
小
企
業

診
断
士
養
成
課
程
を
受
講
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
研
修
は
中
小
企
業
診
断
士
一

次
試
験
合
格
者
を
対
象
に
事
例
に
基

づ
く
演
習
、
企
業
実
習
を
通
じ
て
実

務
能
力
の
高
い
中
小
企
業
診
断
士
を

養
成
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

本
課
程
は
全
国
か
ら
六
十
一
名
の

受
講
生
が
集
ま
り
、
そ
れ
を
二
つ
の

ク
ラ
ス
に
分
け
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

進
ん
で
い
ま
す
。
受
講
生
は
商
工
会

を
は
じ
め
、
金
融
機
関
、
信
用
保
証

協
会
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
務

所
な
ど
か
ら
派
遣
さ
れ
た
職
員
で
す

が
、
中
に
は
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
し
て
独
立
を
目
指
し
、
会
社
を
辞

め
て
本
課
程
を
受
講
す
る
方
も
数
人

お
ら
れ
、
千
差
万
別
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
講
義
→
事
例
に
基
づ
く
グ
ル
ー

プ
討
議
→
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
「
演
習
」
の
繰
り
返
し
で
す
。

　

し
か
し
、
早
速
一
〇
月
か
ら
は
流

通
業
経
営
診
断
実
習
が
始
ま
り
、
実

際
に
企
業
に
訪
問
し
、
経
営
改
善
提

案
を
実
施
す
る
の
で
す
が
、
現
在
行
っ

て
い
る
「
演
習
」
は
こ
の
診
断
実
習

の
事
前
準
備
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

七
ヶ
月
間
と
い
う
長
い
研
修
で
す

が
、
体
調
管
理
に
気
を
配
り
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
知
識
や
技
術
を
身
に

付
け
、
ま
た
志
を
共
に
し
て
全
国
か

ら
の
集
ま
っ
た
受
講
生
と
の
絆
も
築

き
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
島
根
に
戻
り
、
培
っ
た
知

識
・
技
術
を
活
か
し
、
地
域
の
活
力

の
源
泉
で
あ
る
商
工
会
員
の
皆
様
の

経
営
課
題
の
解
決
や
成
長
戦
略
の
策

定
な
ど
を
経
営
者
と
共
に
考
え
、
実

行
し
、
経
営
者
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
企
業
の
成
長
の
後
押
し
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

島
根
県
商
工
会
女
性
部
親
睦
ス

ポ
ー
ツ
交
流
・
第
十
五
回
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
が
九
月
二
十
七

日

、美
保
関
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

県
内
各
地
か
ら
十
七
チ
ー
ム
・
百
人

が
出
場
し
た
。

　

大
会
は
予
選
・
決
勝
リ
ー
グ
と
行

い
、
熱
戦
の
末
、
ま
つ
え
北
Ａ
チ
ー

ム（
野
田
恵
子
監
督
）が
優
勝
を
飾
っ

た
。

て
き
て
お
り
、
事
前
に
練
習
を
積
ん

で
本
大
会
に
臨
ん
だ
と
い
っ
た
チ
ー

ム
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

　

開
会
式
で
は
県
女
連
の
大
谷
恵
美

子
会
長
が
「
親
睦
と
い
う
趣
旨
の
も

と
、
和
や
か
に
精
一
杯
頑
張
っ
て
下

さ
い
。」
と
激
励
し
た
の
に
続
き
、

Ａ
コ
ー
ト
一
番
く
じ
を
引
い
た
遊

ち
ゃ
ん
（
雲
南
市
）
チ
ー
ム
が
力
強

く
選
手
宣
誓
を
行
い
、
四
コ
ー
ト
に

分
か
れ
て
試
合
を
開
始
し
た
。

　

大
会
は
、
年
々
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

【
優
勝
】

　

ま
つ
え
北
Ａ
（
ま
つ
え
北
）

【
準
優
勝
】

　

Ｏ
Ｋ
Ｉ
（
隠
岐
の
島
町
）

【
第
三
位
】

　

も
も
こ
ち
ゃ
ん
（
川
本
町
）

【
第
四
位
】

　

パ
ー
プ
ル
（
邑
南
町
）

【
特
別
賞
】

　
「
高
か
っ
た
で
賞
」

　

学
ち
ゃ
ん
（
雲
南
市
）

　
「
で
こ
ぼ
こ
で
賞
」

　

ピ
オ
ニ
ー
（
飯
南
町
）

　
「
親
子
で
頑
張
っ
た
で
賞
」

　

藤
原
美
智
恵
・
友
美　

親
子

【
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
敢
闘
賞
】

　

お
ろ
ち
（
奥
出
雲
町
）

開会式に全員整列

優勝したまつえ北Ａチーム

第
十
五
回
島
根
県
商
工
会
女
性
部

親
睦
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

ま
つ
え
南
商
工
会
　
経
営
指
導
員
　
伊
谷
　
圭
司

中
小
企
業
診
断
士
養
成
課
程
を
受
講
中

企
業
の
成
長
を
経
営
者
と
一
緒
に
な
っ
て
支
援
し
た
い
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全国商工会の会員および従業員のための

全国商工会経営者休業補償制度
（団体所得補償保険）

毎月加入受付中

病気やケガで働けなくなった期間、月々の所得を補償します。

本制度のメリット ご加入対象

保険料は個別に加入されるより

５２％割安
団体割引２０％

過去の損害率による割引４０％適用

●基本契約（所得補償保険）
全国の商工会会員の経営者および従業員の方のみ
●奥様安心プラン
（家事従事者特約付所得補償保険）
商工会会員の経営者、従業員の配偶者で、
加入時年齢が６４才までの家事従事者の方

保険期間：２００９年１０月１日から２０１０年１０月１日まで

この広告は概要を説明したものです。

詳細の説明、お問い合わせは取扱代理店もしくは（株）損害保険ジャパンへお願いします。

取扱代理店
有限会社　島根商工商事
〒６９０-０８８６　島根県松江市母衣町５５－４

島根県商工会館４階
Tel　０８５２－２１－０６５１ Fax ０８５２－２６－５３５７　

引受保険会社
株式会社　損害保険ジャパン
島根支店　松江支社
〒６９０－０００７　島根県松江市御手船場町５４９－１
Tel　０８５２－２１－９７００　Fax ０８５２－２７－７８４１

SJ09－03822（2009/10/1）
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おかげさまで５０周年

「
商
工
貯
蓄
共
済
制
度
の
し
お
り
」

の
訂
正
内
容

　

第
一
五
四
回
商
工
会
珠
算
検
定
試
験

が
九
月
十
三
日

に
全
国
一
斉
に
実
施

さ
れ
、
島
根
県
で
は
五
十
六
名
が
受
験

し
、
三
十
五
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

　

三
級
ま
で
の
合
格
者
は
次
の
と
お

り
。

●
一
級
合
格
者
　
該
当
者
な
し

●
二
級
合
格
者
　
該
当
者
な
し

●
三
級
合
格
者
（
順
不
同
）

　

中
林
良
輔
、
赤
名
穂
乃
花
、
立

石
桃
香
（
奥
出
雲
町
）

合
格
お
め
で
と
う

　

商
工
貯
蓄
共
済
に
つ
き
ま
し
て

は
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
ご
加
入

い
た
だ
い
て
お
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
商
工
貯
蓄
共
済
に
ご
加
入

さ
れ
ま
す
と
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
の

保
険
証
書
の
発
送
に
合
わ
せ
て
「
商

工
貯
蓄
共
済
制
度
加
入
の
ご
通
知
」

と
「
商
工
貯
蓄
共
済
制
度
の
し
お
り
」

を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
が
、
「
商

工
貯
蓄
共
済
制
度
の
し
お
り
」
の
内

容
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
お
詫
び
に
合
わ
せ
て
訂
正
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
は
保
険
業
法
の
改
正
や
モ
デ

ル
の
追
加
等
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
際
の
周
知
に
つ
い
て
も
し
お
り

に
追
記
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

訂
正
箇
所
等
に
つ
い
て
は
、
以
下

の
と
お
り
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

３
．
貯
蓄
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

(

１)

年
間
共
済
掛
金
か
ら
死
亡
共
済

金
部
分
の
年
払
掛
金
と
事
務
手

数
料
を
差
し
引
い
た
残
り
が
、

貯
蓄
積
立
金
と
な
り
ま
す
。

貯
蓄
積
立
金
は
、
商
工
貯
蓄
共

済
積
立
金
運
用
に
係
る
リ
ス
ク

管
理
要
綱
に
も
と
づ
き
、
預
金

及
び
有
価
証
券
で
の
運
用
を
行

う
も
の
と
し
、
利
息
は
金
融
機

関
の
大
口
定
期
預
金
の
利
率
に

よ
り
複
利
計
算
で
付
加
し
ま

す
。

５
．
融
資
の
あ
っ
せ
ん
に
つ
い
て

(
４)
取
扱
金
融
機
関
は
、
株
式
会
社

山
陰
合
同
銀
行
・
株
式
会
社
島

根
銀
行
・
米
子
信
用
金
庫
・
し

ま
ね
信
用
金
庫
・
島
根
中
央
信

用
金
庫
・
日
本
海
信
用
金
庫
・

西
中
国
信
用
金
庫
で
す
。

６
．
そ
の
他

商
工
貯
蓄
共
済
の
貯
蓄
積
立
金

は
、
預
託
し
て
い
る
金
融
機
関

等
が
経
営
破
綻
に
陥
っ
た
場

合
、
預
金
保
険
機
構
又
は
投
資

者
保
護
基
金
に
よ
る
預
金
者
等

の
保
護
が
図
ら
れ
ま
す
が
、
破

綻
金
融
機
関
等
の
財
産
の
状
況

に
応
じ
て
削
減
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

○
今
後
、
「
商
工
貯
蓄
共
済
制
度

の
し
お
り
」
を
変
更
す
る
場
合

は
、
島
根
県
商
工
会
連
合
会
の

広
報
誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

「
商
工
貯
蓄
共
済
制
度
の
し
お
り
」の
訂
正
に
つ
い
て


